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下
水
・
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
三
位
一
体
で

東
南
ア
ジ
ア
の
社
会
づ
く
り
に
貢
献

日本下水道の国際展開

吉
村
　
和
就

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ジ
ャ
パ
ン
代
表（
国
連
環
境
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

は
じ
め
に

　

下
水
道
は
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
。
最

近
「
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
」
の

面
か
ら
下
水
道
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

日
本
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
、
例
え
ば

地
域
創
生
（
地
域
に
新
産
業
と
雇
用
の

創
出
）
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
対
策
と
し
て
の
食
料
自

給
率
の
向
上
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
・
パ
リ
協
定

の
国
際
公
約
「
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
６

％
削
減
」
な
ど
の
課
題
解
決
に
、
下
水

道
を
役
立
て
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　

下
水
道
の
役
割
は
、
単
な
る
汚
水
の

処
理
や
雨
水
の
排
除
だ
け
で
は
な
い
。

多
面
的
な
視
野
で
俯
瞰
す
る
と
下
水
道

シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
地
域
の
水
循
環
の

主
役
で
あ
り
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
や
熱
資
源
が
集
ま
っ
た
最
高
の
資
源

循
環
の
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
国
内
で
実
証
中
の
多
く
の

試
み
は
最
終
的
に
は
途
上
国
の
経
済
発

展
や
生
活
向
上
に
向
け
て
発
信
す
べ
き

「
世
界
に
誇
れ
る
日
本
発
の
技
術
」
で

あ
る
。

　

し
か
し
勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
り
、
日
本
が
提

案
す
る
「
浄
水
場
や
下
水
処
理
場
を
含

む
安
全
な
水
環
境
」
で
は
な
く
、
本
当

に
欲
し
い
の
は
「
貧
困
か
ら
の
脱
出
の

た
め
に
、
即
役
に
立
つ
稲
作
の
た
め
の

肥
料
や
す
ぐ
使
え
る
生
活
用
の
電
力
」

な
の
で
あ
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
な
ど
で
下

水
処
理
場
な
ど
を
展
開
す
る
場
合
、
相

手
国
の
本
当
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
特
性

に
合
わ
せ
た
提
案
を
す
べ
き
で
あ
る
。

で
は
そ
の
概
要
を
述
べ
て
み
た
い
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は

肥
料
が
欲
し
い

　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
急
激
に
経
済

発
展
を
遂
げ
て
い
る
が
、
基
本
は
農
業

国
で
あ
り
農
業
生
産
を
い
か
に
高
め
る

か
が
国
家
の
最
大
目
標
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増

大
と
農
村
部
地
域
の
貧
困
の
解
消
）
で

あ
る
。
例
え
ば
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
同
国
の

産
業
部
門
に
占
め
る
農
業
の
割
合
は
48

・
１
％
で
あ
り
、
ラ
オ
ス
は
41
・
１

％
、
ベ
ト
ナ
ム
は
26
・
４
％
で
あ
る

（
図
１
）
。

　

こ
れ
ら
の
国
は
稲
作
が
最
大
の
農
業

収
入
で
あ
り
、ま
ず
は
水
資
源
の
確
保
、

農
業
用
水
路
の
整
備
に
多
く
の
国
家
予

算
を
割
い
て
い
る
。
問
題
は
肥
料
を
買

い
付
け
る
資
金
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
日
本
が
下
水
道
で
取
り
組
ん

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は

電
力
が
欲
し
い

　

（
１
）
ア
ジ
ア
諸
国
の
遠
隔
地
に
お

け
る
電
化
率
と
無
電
化
地
域
人
口

 

ア
ジ
ア
諸
国
の
電
化
率
は
都
市
部
は

急
激
に
進
展
し
て
い
る
が
、
農
村
部
、

山
岳
地
域
を
含
め
た
全
国
規
模
に
な
る

と
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
電
化
率
は
26
％
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

は
24
％
な
ど
で
、
こ
れ
か
ら
が
勝
負
で

あ
る
（
表
２
）
。
特
に
農
村
部
に
お
い

て
は
無
電
化
、
あ
っ
て
も
停
電
が
頻
発

す
る
地
域
が
多
い
。
こ
こ
で
も
日
本
の

下
水
道
で
得
ら
れ
た
知
見
が
発
揮
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
シ
ン
プ
ル
で
安
価
な
装
置
の
開
発

が
急
務
で
あ
る
。

　

（
２
）
日
本
国
内
の
メ
タ
ン
発
酵
に

よ
る
発
電
事
業

　

日
本
国
内
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）
に
よ
り
、
特
に
民
間
主
導
に
よ
る

発
電
事
業
が
急
速
に
展
開
さ
れ
た
。
10

年
以
降
、
民
間
が
主
導
し
建
設
さ
れ
た

発
電
所
は
40
カ
所
以
上
に
上
る
、
ま
た

続
々
と
建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

シ
ス
テ
ム
は
日
本
の
規
格
や
制
度
（
電

源
電
圧
、
周
波
数
制
御
な
ど
）
に
合
わ

せ
、
高
級
仕
様
に
な
っ
て
い
る
が
、
ア

ジ
ア
諸
国
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
安
価
な

ス
ペ
ッ
ク
に
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

図１　東南アジア諸国の産業部門GDPに
　　　占める農業部門の割合
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佐
賀
市
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

さ
が
」
を
目
指
し
て
地
域
資
源
の
循
環

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

　

下
水
汚
泥
を
活
用
し
た
下
水
消
化
ガ

ス
発
電
（
４
０
０
㌔
㍗
）
で
、
下
水
処

理
場
の
電
力
を
43
％
削
減
し
て
い
る
。

消
化
ガ
ス
発
電
は
す
で
に
多
く
の
自
治

体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
に
目
新
し

い
試
み
で
は
な
い
が
、
興
味
あ
る
の
は

下
水
処
理
水
の
活
用
で
あ
る
。
下
水
処

理
水
に
は
前
述
の
如
く
リ
ン
が
多
量
に

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冬
か
ら
春

先
に
か
け
て
放
流
水
中
の
栄
養
塩
類
を

増
や
し
海
苔
の
収
穫
量
や
品
質
を
高
め

る
試
み
で
あ
る
（
表
１
）
。
佐
賀
海
苔

　

（
２
）
下
水
処
理
水
で
稲
作
を
増
産

　

山
形
大
学
農
学
部
（
鶴
岡
市
）
の
渡

部
徹
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

る
下
水
処
理
水
を
使
っ
た
飼
料
用
稲
作

栽
培
の
実
証
試
験
が
鶴
岡
浄
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
実
証
試
験

に
先
立
ち
、
同
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

予
備
試
験
栽
培
を
し
た
と
こ
ろ
、
10
㌃

当
た
り
、
収
量
が
最
大
で
約
９
０
０
㌔

㌘
、
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
が
、
今
ま
で

の
栽
培
に
比
べ
約
２
倍
高
い
と
の
結
果

を
得
て
い
る
。
日
本
で
は
飼
料
米
へ
の

適
用
で
あ
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で

は
食
用
米
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
加
工

米
に
も
応
用
で
き
る
す
ば
ら
し
い
技
術

で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
重
金
属
除
去
を
行
い
、

バ
ク
テ
リ
ア
や
ウ
イ
ル
ス
の
心
配
が
あ

る
の
で
、
完
全
殺
菌
が
必
要
で
あ
る
。

　

（
３
）
ポ
リ
シ
リ
カ
鉄
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）

凝
集
剤
の
使
用
で
丈
夫
な
稲
を
栽
培

　

浄
水
発
生
土
処
理
で
使
用
さ
れ
て
い

る
ポ
リ
シ
リ
カ
鉄
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）
は
、
そ

の
成
分
に
シ
リ
カ
を
含
む
た
め
、
稲
作

に
と
り
根
張
り
と
茎
が
丈
夫
に
な
り
、

３
毛
作
の
収
穫
時
に
来
襲
す
る
サ
イ
ク

ロ
ン
等
に
よ
る
稲
の
ダ
メ
ー
ジ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。
東
北
大
学
農
学
部
の

試
験
に
よ
る
と
、
秋
田
県
や
長
野
県
で

Ｐ
Ｓ
Ｉ
を
用
い
た
水
稲
栽
培
で
効
果
が

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
下
水
汚
泥
処
理
の
凝
集
剤
（
従
来
は

ア
ル
ミ
系
）
を
Ｐ
Ｓ
Ｉ
に
変
え
る
こ
と

に
よ
り
稲
作
に
適
し
た
肥
料
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

栄
養
源
の
含
ま
れ
た
下
水
処
理
水
を

活
用
し
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｓ
Ｉ
凝
集
剤
で
処

理
さ
れ
た
肥
料
は
、
彼
ら
に
と
り
最
も

望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
２
毛
作
か
ら

３
毛
作
に
な
り
現
金
収
入
が
増
え
る
。

「
稲
作
増
収
の
た
め
に
下
水
整
備
が
必

要
だ
」
と
の
逆
転
の
考
え
方
で
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

は
、
全
国
の
海
苔
生
産
量
の
40
％
を
占

め
、
12
年
間
連
続
で
日
本
一
の
生
産
高

を
誇
っ
て
い
る
（
２
０
１
４
年
度
、
農

林
水
産
省
統
計
）

　

ま
た
下
水
汚
泥
を
菌
体
高
温
発
酵

（
90
℃
以
上
）
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

汚
泥
中
の
雑
草
の
種
子
や
病
原
菌
を
死

滅
さ
せ
良
質
で
完
熟
し
た
肥
料
を
製
造

し
て
い
る
。
こ
の
下
水
汚
泥
肥
料
に
地

域
の
食
品
工
場
か
ら
発
生
す
る
有
機
性

副
産
物
を
混
合
し
、
さ
ら
に
肥
料
の
品

質
を
高
め
地
域
の
農
家
に
供
給
し
て
い

る
。
佐
賀
県
は
北
海
道
に
次
ぐ
全
国
第

２
位
の
玉
ね
ぎ
の
出
荷
額
を
誇
っ
て
い

る
。

で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
、
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
に
貢
献
で
き
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
試
み
…
下
水
道
か

ら
の
資
源
回
収
・
利
用

　

（
１
）
下
水
汚
泥
か
ら
農
業
資
源
を

回
収
…
自
治
体
の
取
り
組
み

　

●
神
戸
市
―
リ
ン
の
回
収

　

国
交
省
の
「
下
水
道
革
新
的
技
術
実

証
事
業
（
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
」
で
採
択

さ
れ
神
戸
市
東
灘
処
理
場
に
設
置
さ
れ

た
実
証
プ
ラ
ン
ト
（
神
戸
市
、
水
ｉ
ｎ

ｇ
、
三
菱
商
事
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
で
推

進
）
で
は
年
間
８
万
７
２
０
０
立
方
㍍

の
下
水
汚
泥
を
処
理
し
、
年
間
１
３
０

㌧
の
リ
ン
を
回
収
す
る
め
ど
が
立
っ
て

い
る
。
リ
ン
回
収
プ
ロ
セ
ス
は
、
下
水

汚
泥
の
体
積
を
減
ら
す
た
め
に
い
っ
た

ん
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
メ
タ
ン
を
熱
源
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。
残
っ
た
汚
泥
に

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
加
え
る
と
リ
ン
酸
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
・
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
（
Ｍ
Ａ

Ｐ
）
の
結
晶
と
な
る
。
Ｍ
Ａ
Ｐ
は
、
そ

の
ま
ま
で
も
肥
料
と
し
て
使
用
可
能
で

あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
都
市
と

農
村
を
つ
な
ぐ
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ハ
ー
ベ
ス

ト
（
大
収
穫
）
」
と
命
名
さ
れ
「
神
戸

再
生
リ
ン
」
を
活
用
し
た
配
合
肥
料
は

Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
で
試
験
販
売
さ
れ
て
い

る
。
試
験
栽
培
さ
れ
た
野
菜
類
（
キ
ャ

ベ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
）
は
順
調
に
生

育
し
、
昨
年
の
下
水
道
展
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
で
も
好
評
を
博
し
た
。

　

●
岐
阜
市
―
リ
ン
の
回
収
）

　

岐
阜
市
で
は
下
水
汚
泥
の
焼
却
灰

（
年
間
約
１
千
㌧
）
か
ら
３
０
０
㌧
／

年
を
「
副
産
リ
ン
酸
肥
料
」
と
し
て
回

収
し
て
い
る
（
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
社
施

工
）
。
リ
ン
回
収
方
法
は
、
焼
却
灰
に

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
加
え
加
熱
し
リ

ン
酸
イ
オ
ン
を
抽
出
し
、
次
に
水
酸
化

カ
ル
シ
ウ
ム
を
加
え
「
リ
ン
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
」
と
し
て
分
離
し
取
り
扱
い
や
す

い
よ
う
に
造
粒
化
し
て
い
る
。
こ
の
肥

料
は
農
林
水
産
省
の
肥
料
登
録
を
得
て

「
岐
阜
の
大
地
」
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
る
。

　

●
佐
賀
市
―
発
電
、
海
苔
の
増
収
、

汚
泥
肥
料
化

表２　�東南アジア諸国の電化率と
　　　無電化地域の人口

国 電化率
（%）

無電化地域人口
（百万人、概数）

ミャンマー 26.0 44.4 
カンボジア 24.0 10.6 
ラオス 78.0 1.4 
インドネシア 73.7 62.4 
上記4カ国小計 53.8 118.8 
フィリピン 89.7 9.5 
ベトナム 97.3 2.1 
タイ 99.3 0.5 
マレイシア 99.4 0.2 
ブルネイ 99.7 0.0 
シンガポール 100.0 0.0 
上記6カ国小計 95.6 12.3 
合計 73.9 131.1 

出典：A Energy efficiency conference2012 0731-0802資料

ま
た
日
本
国
内
で

普
及
し
始
め
た
、

い
わ
ゆ
る
下
水
道

の
ミ
ッ
ク
ス
事
業

（
他
の
有
機
資
源

を
混
入
さ
せ

る
）
、
例
え
ば
富

山
県
黒
部
市
の
黒

部
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
食
品
残
渣
で

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
の

搾
り
か
す
を
活
用

し
、
メ
タ
ン
ガ
ス

の
増
量
を
図
っ
て
い
る
。
他
の
有
機
物

を
混
入
す
る
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は

当
た
り
前
の
考
え
方
で
あ
る
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
、

お
金
に
な
る
有
機
資
源

の
転
換
技
術
が
欲
し
い

　

（
１
）
亜
臨
界
水
処
理
に
よ
る
資
源

創
出

　

最
近
、
亜
臨
界
水
処
理
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
亜
臨
界
水
処
理
を
一
言
で
言

う
と
「
あ
ら
ゆ
る
有
機
物
を
低
分
子
に

切
れ
る
ハ
サ
ミ
で
あ
り
、
そ
の
反
応
条

件
に
よ
り
完
全
分
解
、
加
水
分
解
、
油

化
、
抽
出
が
で
き
る
」
の
が
亜
臨
界
水

処
理
の
特
徴
で
あ
る
。
最
近
、
簡
便
な

亜
臨
界
水
処
理
装
置
（
Ｇ
８
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
、
平
塚
市
）
が
開
発
さ

れ
、
資
源
創
造
の
分
野
で
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

（
２
）
資
源
化
へ
の
適
応
例

　

亜
臨
界
水
処
理
を
用
い
た
資
源
化
産

業
モ
デ
ル
と
し
て
、
①
未
利
用
の
木
材

資
源
か
ら
家
畜
の
飼
料
を
作
る
②
家
畜

ふ
ん
尿
や
食
品
残
渣
か
ら
高
機
能
の
肥

料
を
作
る
③
亜
臨
界
水
処
理
に
よ
る
メ

タ
ン
発
酵
の
高
効
率
化
に
よ
る
発
電
モ

デ
ル
―
―
な
ど
が
あ
る
。　
　

　

●
白
樺
か
ら
和
牛
の
エ
サ
づ
く
り

　

モ
デ
ル
地
区
は
北
海
道
東
部
の
北
見

市
で
あ
る
。
北
見
市
の
主
力
産
業
は
１

次
産
業
で
あ
り
、
中
で
も
畜
産
業
は
重

要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
地
域
の
未

利
用
木
質
材
で
あ
る
白
樺
を
活
用
し
、

亜
臨
界
水
処
理
技
術
を
用
い
て
、
低
コ

ス
ト
で
高
品
質
な
粗
飼
料
を
生
産
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
将
来
の
林
業
や
畜

産
業
の
振
興
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が

あ
る
。

　

こ
の
実
証
事
業
で
は
、
原
料
と
し
て

北
海
道
で
豊
富
に
得
ら
れ
る
白
樺
の
チ

ッ
プ
材
を
選
定
し
、
亜
臨
界
水
処
理
装

置
で
高
品
位
な
飼
料
を
製
造
し
た
。
北

見
の
中
野
牧
場
に
お
い
て
黒
毛
和
牛
の

成
牛
17
頭
に
給
餌
。
比
較
の
た
め
、
そ

の
う
ち
５
頭
は
従
来
型
の
稲
わ
ら
給
餌

法
で
育
て
、
他
の
12
頭
は
新
木
質
飼
料

の
給
餌
法
で
飼
育
し
た
。
１
年
後
、
専

門
家
の
評
価
で
白
樺
飼
料
を
用
い
た
和

牛
の
方
が
生
育
が
早
く
、
し
か
も
肉
の

味
が
良
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
シ
ラ

カ
バ
牛
の
誕
生
で
あ
る
。

　

●
亜
臨
界
水
は
地
域
創
生
の
ツ
ー
ル

　

亜
臨
界
水
処
理
は
、
前
述
の
如
く
バ

ッ
チ
処
理
が
主
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

都
市
型
の
大
量
な
有
機
物
処
理
に
は
向

か
な
い
。
あ
く
ま
で
も
そ
の
ロ
ー
カ
ル

な
地
域
内
の
有
機
物
資
源
を
付
加
価
値

の
あ
る
物
質
に
転
換
す
る
目
的
で
使
用

し
、
そ
の
地
域
の
風
土
や
食
生
活
に
合

っ
た
「
ふ
る
さ
と
特
産
品
」
に
対
応
す

る
飼
料
や
肥
料
、
有
価
物
と
な
る
有
機

物
質
を
発
見
し
地
域
内
で
製
造
す
る
こ

と
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
コ
コ

ナ
ツ
や
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
バ
ガ
ス
、

キ
ャ
ッ
サ
バ
で
ん
ぷ
ん
の
残
渣
な
ど
が

有
力
候
補
で
あ
り
、
す
で
に
マ
レ
ー
シ

ア
で
は
２
基
採
用
が
決
ま
っ
て
い
る

（
Ｇ
８
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
）
。

お
わ
り
に

　

日
本
の
下
水
道
は
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
よ
り
、
世
界
に
誇
れ
る
生
活
環

境
を
創
り
出
し
て
き
た
。
今
後
は
そ
の

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
世
界
、
特
に
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
に
向
け
て
貢
献
す
る
時
代

が
来
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

彼
ら
が
欲
し
い
の
は
「
日
本
型
の
下
水

道
」
で
は
な
く
、
「
貧
困
か
ら
脱
出
す

る
た
め
に
、
即
役
に
立
つ
肥
料
や
、
す

ぐ
使
え
る
生
活
用
の
電
力
で
あ
る
」
。

今
回
の
下
水
道
展
で
は
、
日
本
の
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
俯
瞰
し
な
が
ら
、
世
界

貢
献
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
提
案
が
で

き
る
か
、
思
い
を
巡
ら
す
最
高
の
場
を

与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

下水道は最高の資源循環インフラ

表1　下水処理場の運転管理（佐賀市下水浄化センター）
区分 期間 目的 導入処理法

Ⅰ　海苔養殖期 10～翌3月 栄養塩類の供給 硝化抑制運転
Ⅱ　海苔休魚期 4～9月 窒素・リン除去 硝化促進運転

神
戸
市
・
リ
ン
回
収
実
証
プ
ラ
ン
ト
（
写
真
提
供
：
水
ｉ
ｎ
ｇ
）


